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A. 研究目的： 
本研究の目的は、現状を把握した上で多職種連

携による CKD 療養指導の有効性を実証研究に

よって示し、エビデンスに基づいた課題解決への

提言を行うことである。最終的には、多職種連携

の強化による治療目標の達成率向上、さらに

CKD 重症化予防と QOL 改善を目指す。 
 
B. 研究方法：  

CKD の重症化予防のためには、CKD の早期発

見、早期治療が重要である。そこで、大阪府の

各市町村における特定健康診査実施率および

特定保健指導実施率を調査した。また、特定健

診データとレセプトデータを突合し、特定健診

で要受診と診断された府民が医療機関を受診

するまでの期間を調査した（図 1,2）。 
図 1 特定健診受診後の医療機関受診の調査 

 
 
 
図 2 調査方法 

 
さらに、比較的特定保健指導に熱心な豊中市を

対象として、特定保健指導終了時点の６か月後

および終了後６か月後の体重や血圧などの推

移を調査し、特定保健指導による行動変容が維

持できているかを調査した。 
 

(倫理面への配慮) 
各臨床研究は、実施施設の倫理委員会の承認

のもとに進め、個人情報にも十分な配慮のもと

に進めている。 
 

C. 研究結果： 
大阪府の各市町村における特定健康診査実施

率を調査したところ、平均 30.3%であり、20%
～50%まで差が認められた。一方、特定保健指

導実施率については、5%～70%と特定健康診査

実施率に比べて、特定保健指導実施率に大きな

違いが認められた。興味深いことに、それらの

実施率については全く関連が認められなかっ

た。 
また、特定健診データとレセプトデータを突

合し、特定健診で要受診と診断された府民が医

療機関を受診するまでの期間を調査したとこ

ろ、比較的受診までの期間についても市町村に
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よって開きがあり、この受診までの期間は特定

保健指導実施率との関係が認められた(図 3,4)。 
図 3 国保加入者の再検査率 

 
図 4 国保加入者の再検査率(HbA1C≧7.0 が

100 名以上の市町村区) 

 
 
特定保健指導終了時点の６か月目において、

血圧や体重などは開始時に比べて改善してい

たが、終了後６か月後の時点でも体重や血圧は

維持できており、特定保健指導により得られた

行動変容が維持できていることが確認できた。 
 

D. 考察 
 特定健康診査実施率の市町村の違いは各市町村

における府民の健康に対する意識や関心などの違

いが影響していると考えられた。一方、特定保健指

導については、保健師の業務が乳児や高齢者に重き

が置かれており、成人の生活習慣病などに対する指

導に対して余裕がある市町村と余裕がない市町村

の差が表れていることが分かった。また、熱心な特

定保健指導により得られた行動変容が特定保健指

導終了後も維持できていることが確認できたが、特

定保健指導実施率の市町村の違いは、特定健診後の

医療機関受診とも関係があり、CKD の早期発見、

早期治療を考えると、保健師の業務を成人の生活習

慣病対策にも重きを置くことの必要性が明らかと

なった。 
 
E. 結論 

研究成果を通じて、わが国の CKD 診療にお

ける多職種連携の実態と課題が明らかになり、

今後のエビデンス実証研究によってその有効

性と効果的な運用法を示すことができると期

待される。 
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